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cm：二乗平均半径における弦長mm  
′：周波数1／s  
言：翼への流れの入射角 度  
Ⅳ：毎秒当たりの回転数1／s  
P＝α2（抑2）2mソs6   
Pr：全圧kg／m2  
Q：流量mソs またはmソmin  
Q皿aX：最大流量mソsまたはm8／min   
QⅣ：標準状態に換算した流量mソmin  





∂：巽出口での流れの偏差角 度  
β：2本の熱線のなす中心角 度   
β机：二乗平均半径における翼のそり角 度   
∈m：羽根の取付け角 度  
て：遅れ時間S  
¢：流量係数  







る．動翼の後縁と支持板前縁の距離は最も近い長コー   







になってきた．   
低圧の送風横の場合，回転騒音は羽根車近傍でただ  
ちに減衰してしまうので（1）（2），この種の低圧送風撥で  



















2．記   号  表  
α：空気中の音速m／s  
月：羽根枚数   
不 昭和48年8月29日 第833回講演会および昭和50年4月1日  
第52期通常捻会講演会において講演，原稿受付 昭和50年10  
月8日．  
￥不 正貞，九州大学工学部（福岡市東区掛痛6－10－1）．  
■＊＊ 正員，九州大学生産料学研究所．  






4・1全帯域騒音の流量特性   
4・1・1羽限枚数と形状が騒音の流量特性に及ばす  
影響  国3は翼形巽羽根車について，流量の変化に  
対する全帯域騒音の変化を実線で，静圧の変化を破線  
で示したものである．パラメータは羽板枚数である．  



















































































慧mt取璧角  羽  根  車  l羽根枚数   
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Q／Qmaェ  
図3 送風機騒音の流量特性（異形巽）  
（c）長コード翼   （b）翼形異  
国2 羽現車の形状  
（a）扇形翼  











形状によってかなり異なっている．   












































へ移動している．   
以上のような羽根近傍の流動状態の良否の一つの目  
安として，ピトー管によって測定した時間平均の流動   
0   0・2  0・4  0．6  
図4 送風培騒音の流量特性（3枚羽根）  
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国 6 スペクトル密度分布   
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図5 送風機騒音の流量特性（5枚羽根異形巽）  







































と密接な関係がある．   


































に限っても音，乱れともに時間的にかなり変動してい   
0   0・2  0・4  0．E O．8 ▲ 1．O  
G／Qmαエ  
図10 共鳴騒音の流量特性  
43巻370号（昭52－6）  低圧軸流送風機騒音の流量特性（第1報）  2205  
る．また，同一時刻で音と乱れとを比較してみると，  
音の振幅が大きい時はどちらかの点の乱れの振幅が大  













































国12 速度変動成分および昔の149Hz帯域  
の時間変動  
図14 速度変動成分（149Hz）の局方向の相  
関係数（β＝600）   
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回17 騒音とPのスペクトル密度分布   図15 騒音とPのスペクトル密度分布  






























とき高いレベルの共鳴駐音となる．   
おわりに本実験の装置製作に協力していただいナニ坂  
井則明，黒木章技官ならびに実験に協力していただい  
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は約1180rpmで駆動されるとあるから，回転覧蚕音   










































































きかつP∝謡として算出したものである．   
